
○新地貝塚附手長明神社跡 遺跡範囲と周辺地図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新地貝塚は、現在の海岸線から西に約２．５㎞の小川地区に所在しています。貝塚は西から東に張り

出した標高１５から１８ｍの河岸段丘の東端に形成され、段丘面の北、東、南の三方は谷地小屋地区か

ら入り込んだ開析谷に囲まれています。 



○新地貝塚の調査経歴 

 若林 勝邦（わかばやし かつくに） 

 明治２３年（1890）３月２３日、東京人類学会の若林勝邦は東京帝国大学の命を受けて、新地貝塚を

訪れています。若林を案内したのは、相馬市中村在住の舘岡虎三でした。この時の調査成果は、明治２

３年に発刊された「東洋学芸雑誌七巻一一〇号」「東京人類学会雑誌第５７号」に掲載されました。日本

で最も初めに科学的、学術的な発掘調査を行ったのはエドワード・Ｓ・モースが、明治１０年に行った

大森貝塚（東京）でした。モースの調査以降１３年が経過していましたが、若林の新地貝塚の発掘調査

は、福島県内の貝塚では最も早く科学的、学術的な調査が行われた貝塚であるとされています。 

 

 舘岡 虎三（たておか とらぞう） 

 若林との新地貝塚での発掘調査を契機に、自らも数回にわたり「東京人類学会雑誌」上で新地貝塚に

関する報告を行っています。浜通りのいわきから北の地域にあって、貝塚の発見と調査に尽力していま

した。その調査活動のさなか、明治２６年(1893)に、三貫地貝塚を発見しています。 

舘岡虎三は、慶応２年(1866)現在の相馬市中村に生まれました。明治２０年ごろから運送店を経営す

る傍ら、東京人類学会員、奥羽人類学地方会員、考古学会員として登録しており、当時の中央の考古学

者たちとも親交のあった地方の研究者でした。 

 

 山内 清男と八幡一郎（やまのうち すがお ／ やわた いちろう） 

 大正１３年(1924)当時の福島県知事、香坂昌康は新地貝塚の詳細を知る為の発掘調査を東京帝国大学

に依頼しています。東京帝国大学理学部は、この要請に応えて、人類学教室から小金井良精教授をはじ

めとする調査隊を編成し、内務省の柴田常恵、福島県史跡調査委員の小此木忠七郎らも調査隊に加わり

ました。この調査の実質的な責任者は、人類学教室の山内清男と八幡一郎でした。 

 調査は大正１３年５月１日から８日までの一週間にわたって行われており、貝塚の南東部が調査地点

とされ、２ｍ四方の広さで、三か所が発掘されました。約５０㎝の厚さの表土層の下に、７０㎝の厚さ

で貝層が堆積し、その下には大量の土器を含んだ黒土層があったと報告されています。 

 

○新地貝塚の時代決定 

 山内は大正１３年に「磐城国新地村小川貝塚発掘略記」同年「福島県小川貝塚調査報告」、昭和３９年

に福島県史第６巻に「小川貝塚」を著し、その成果を報告しています。八幡一郎も大正３年に「磐城国

小川貝塚の骨格器」でその成果を報告しています。 

 また山内は、縄文土器の編年的研究で知られています。編年的研究とは、縄文土器の形や文様の違い

が年代に応じて変化するものと定義する研究です。山内は、古い物から新しい物へと順番に堆積する貝

塚の特徴を利用して、縄文土器を大きく縄文時代早期、中期、後期、晩期の年代毎に整理しました。こ

うした研究の結果から、新地貝塚から出土する縄文土器を考察すると、縄文時代後期後半から晩期前半

にかけてつくられた土器であると推察され、新地貝塚は縄文時代後期後半から晩期前半に形成された貝

塚として認識されました 

 

 



○新地式土器 

 新地貝塚から出土する縄文土器には、表面に粘土の粒を貼りつけた縄文土器が見つかります。これら

の土器は編年的研究の中で「瘤
こぶ

付土器」や「小川式土器」「新地式土器」と呼ばれ、縄文時代後期後半か

ら晩期前半を示す土器として認識されるようになりました。 

 

                                   

 

 

 

 

（新地町史「歴史編」より） 



○新地貝塚と手長明神、鹿狼山の話 

 江戸時代享保４年(1719)仙台藩の儒学者佐久間義和は奥羽観蹟聞老志（巻之四）のなかで「新地村の

貝塚には、『昔、鹿狼山に住んでいた手の長い神様が、東の海まで手を伸ばして貝を採り、食べた後の殻

をここに棄てたから貝塚ができた』という説話があることを紹介しています。 

新地貝塚が昭和６年に国史跡として指定された背景には、手長明神社をまつった神社の跡が、貝塚西

側に残っており、貝塚そのものの重要性もさることながら、こうした近代以前の人々の歴史観を考える

上で、学史的な重要性が評価されたからなのです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 新地村中に農家あり、貝塚居
やしき

といふ。往昔
おうせき

神あり、平日は伊具の鹿狼山に居て好んで貝子
か い こ

を食す。

臂
ひ

肘
じ

甚だ長し、しばしば長臂
ちょうひ

甚だ長し、しばしば長臂を山巓
さんてん

から伸ばして、数千の貝子を東浜の中

に撮りて貝子を嚼んで殻を棄つ。茲の地に委積して丘の如し。郷人その神を称して之を手長明神と

いふ。委殻の地を貝塚といふ。その朽腐殻の如き今なお存す。 

 



手長明神の話（新地町語ってみっ会より） 

  

むがし、新地の山のてっぺんさ、白いひげを生やした手のながーい神様が、白い狼と鹿といっしょに

暮していだったと。どこ行くにもその鹿と狼をつれて、うんとかわいがっていだったと。ほうして山の

てっぺんさまたがって、春には、すがすがしい緑の田畑、きらきら光る青い海、秋には黄金色の稲の穂

や、真っ赤な紅葉など、それはそれは豊かな新地を眺めて、心豊かに過ごしていだったと。 

 ある時、神様はたいそう、腹がへって、何か食うものはねぇべかなぁとながーい手を大戸の浜にぐう

っと伸ばして、がらがら、がらがらっとかんまして※１みだと、したっけ、アサリやら、ハマグリやら、

ホッキ貝やら、まずいっぺぇ採れだったと。食べてみたら旨かった。採って、食っては貝殻をポイッと

捨てたもんで、大戸浜と山の間の小川のところさ貝殻の山ができたんだと。その貝殻の山になったとこ

ろが新地貝塚と呼ばれるようになったんだと。おしまい。 

※１ かんまして・・・かき回して 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

手長明神イメージイラスト 無断での画像の転用、転写を禁じます。 

 

○資料のご案内 

 新地町図書館では、新地貝塚附手長明神社跡関連の書籍を所有しております。興味のある方は、

ぜひご利用下さい。 

 新地町図書館 ＴＥＬ ０２４４－６２－５０３１ 

 図書館ＨＰ  https//shinchi-town.jp/site/library/ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「国指定史跡 

新地貝塚附手長明神社跡 

保存管理計画書」 

 

 

 

 

新地町教育委員会(2004) 

「町道新地高校線関連遺跡 

 試掘調査報告書 

 新地貝塚 

 貝塚西遺跡 

 山海道遺跡」 

 

 

新地町教育委員会(2001) 

「東北発掘ものがたり２」 

2004 年に東北歴史博物館におい

て行われた先人たちの発掘調査の

歴史についての企画展示の図録と

なります。P11から新地貝塚につい

ての記載があります。 

 

東北歴史博物館(2004) 

) 
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